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１．概要（Summary） 

 次世代型リチウムイオン二次電池用負極材料として，Li

金属が注目されている．実用化に際して，充電時に形成

される，針状のデンドライト析出により，電池の安全性や

寿命が低いという課題がある．デンドライトの形成要因の

一つとして，電極の端部で電界が強まる，端効果があるこ

とが報告されている．今回，実電池系において端効果が

充放電時に電極形態に与える影響を評価すべく，充放電

試験後の電極表面形態の観察を行った． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査電

子顕微鏡 （SU8240） 

【実験方法】 

 正極に，LiFePO4（活物質），AB（導電助材），PVDF

（結着材）の混合物を Al箔上に塗布した電極，負極に Li

箔を用いたコインセルを作製した．充放電試験を250サイ

クル行った後にセルを解体し，試験後の電極表面を観察

した． 試験結果から，正極が劣化していることが考えられ

たため，正極表面の観察を行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 表面観察の結果，電極中央部は充放電試験前後で形

態が変化しないことが確認された（Fig. 1）．一方，電極端

部においては，充放電試験により堆積物が生じることが確

認された（Fig. 2）．この原因として，端効果により，電極端

部で副生成物の発生，正極材料の破壊等が顕著に起こ

ったなどの可能性が考えられる． 
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Fig. 1 SEM images of the electrode center before 

and after the charge / discharge test. (a) Before the 

test and (b) After the test. 

(a) (b) 

  

Figure 2. SEM images of the electrode edge before 

and after the charge / discharge test.  

(a) Before the test and (b) After the test. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・ALCA-SPRING(JST)「先端的低炭素化技術開発-次

世代蓄電池」 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

 なし 

 

６．関連特許（Patent） 

 なし  


